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（技術名）ピーマン版天敵利用マニュアル 

（要約）ピーマンの施設栽培において重要な害虫であるアザミウマ類、タバココナジラミ、

チャノホコリダニを対象に、その被害軽減に有効な天敵製剤のスワルスキーカブリダニおよ

び土着天敵のタバコカスミカメを利用する技術を防除体系としてまとめている。 
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［背景・ねらい］ 
 ピーマンは、本県の主要な野菜類の一つである。施設栽培のピーマンにおいて、アザミウ

マ類やタバココナジラミ、チャノホコリダニなどの微小害虫は、品質低下および減収を引き

起こす重要害虫である。これら微小害虫に対し、従来からの化学合成農薬を主体とした防除

法では、害虫の薬剤に対する感受性低下の問題や環境負荷の増大が懸念される。これらの問

題解決に向け、天敵（スワルスキーカブリダニおよびタバコカスミカメ）を利用する防除手

法の開発が進められ、核となる技術が確立された。生産現場からは、これら個別技術を体系

的にまとめ、新たな技術情報も加えた利便性の高いマニュアルが望まれている。 
そこで、天敵利用による主要微小害虫の防除体系、天敵温存植物の栽培方法および技術情

報をまとめたマニュアルを作成する。 
 
 
［成果の内容・特徴］ 
１．本マニュアルは、施設栽培のピーマンにおいて、スワルスキーカブリダニを単独で利用

する方法およびスワルスキーカブリダニとタバコカスミカメを併用する方法などを、31 項

目に分け詳細に説明している（図１）。 
２．本マニュアルは、土着天敵であるタバコカスミカメの利用に向け、天敵温存植物の屋内

外での栽培方法や天敵の誘引と放飼、台風対策、天敵利用時の失敗事例やその対策などに

ついて、画像やイラストを多く用い視覚的に理解し易いように示している（図１、図２）。 
３．本マニュアルは、主要な害虫および両天敵の生態情報に加え、具体的な病害虫防除スケ

ジュール、さらに各種薬剤の天敵への影響表を盛り込み生産現場で活用できる実践的なマニ

ュアルである（図１）。 
 
 
［成果の活用面・留意点］ 
１． 本マニュアルは、ピーマンの施設栽培に関わる県関係機関、団体等に、冊子および PDF の

形態で 2023 年度に配布予定である。 
２． 本マニュアルが県内関係者に活用されることで、生産農家への天敵利用技術の普及が進

み、ピーマンの安定生産、品質向上が期待できる。 
３．本マニュアルに記載されている農薬の登録内容は、マニュアル作成時の情報に基づいてい

るため、農薬使用時に最新の情報を必ず確認する。 
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［その他］ 
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図２ 内容（抜粋） 

図１ 作成したマニュアルの表紙（上）と目次（右） 


